
特
集
・
市
民
力
と
の
協
働
―
そ
の
あ
り
方
を
考
え
る
⑤

◎
社
会
セ
ク
タ
ー
と
し
て
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
意
義
と
役
割

①
協
働
に
お
け
る
中
間
支
援
組
織
の
登
場
と
役
割

②
協
働
の
都
市
経
営
の
た
め
の
情
報
力
に
つ
い
て
考

　
え
る

③
地
域
経
済
の
新
た
な
担
い
手
―
横
浜
市
コ
ミ
ュ
ニ

　
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
実
態
調
査
の
概
要

は
じ
め
に

１
―
中
間
支
援
組
織
の
実
態
と
特
性

２
―
中
間
支
援
組
織
の
基
本
機
能

３
―
新
し
い
胎
動
と
将
来
展
望

（
注
１
）
「
中
間
支
援
組
織
」
と
は
、
一
般
的
に
、
資

金
や
人
材
な
ど
を
提
供
す
る
行
政
・
企
業
と
そ
れ
を

活
用
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
仲
介
を
す
る
組
織
の
こ
と
を

言
う
。
米
国
で
は
、
法
制
度
や
社
会
基
盤
整
備
を
主

と
す
る
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
（
基
盤
整
備
組
織
）
、
資
金
支
援
を
主
と
す

る
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
ア
ワ
ー
（
資
金
仲
介
組
織
）
、

組
織
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ス
キ
ル
の
提
供
を
主
と
す

る
了
不
ジ
メ
ン
ト
サ
ポ
ー
ト
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

（
活
動
支
援
組
織
）
、
の
３
つ
に
分
化
し
て
い
る
。
わ

が
国
で
は
、
ま
だ
３
つ
の
機
能
が
分
化
し
て
お
ら
ず
。

１
つ
の
中
間
支
援
組
織
の
中
で
複
数
の
役
割
を
果
た

し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
こ
の
稿
で
は
、
中
間
支
援

組
織
を
「
市
民
活
動
団
体
同
士
、
市
民
・
団
体
と
行

政
・
企
業
の
間
に
あ
っ
て
、
情
報
の
収
集
・
発
信
、

相
談
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
資
金
助
成
、
政
策
提

案
な
ど
の
活
動
支
援
機
能
を
持
つ
中
間
組
織
」
と
し

て
使
う
も
の
と
す
る
。
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①
協
働
に
お
け
る
中
間
支
援
組
織
の
登
場
と
役
割

■
内
海
　
宏
・
桜
井
悦
子

は
じ
め
に

　
神
奈
川
や
横
浜
は
、
全
国
の
中
で
も
、
市
民
活
動

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
が
盛
ん
だ
と
い
わ
れ
る
。
事
実
、
県

民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や
横
浜
市
市
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
市
民
活
動
を
支
援
す
る
施
設
が

比
較
的
早
い
時
期
か
ら
設
置
さ
れ
て
き
て
お
り
、
市

民
参
画
で
運
営
し
た
り
、
運
営
を
市
民
団
体
に
委
託

し
た
り
、
市
民
活
動
を
幅
広
く
側
面
支
援
し
て
い
る

実
態
が
あ
る
。

　
平
成
1
4
年
３
月
に
中
田
市
政
が
誕
生
し
、
「
民
の

力
が
存
分
に
発
揮
さ
れ
る
都
市
・
横
浜
の
実
現
」
を

目
標
と
す
る
中
期
政
策
プ
ラ
ン
で
は
、
全
事
業
を
民

間
主
体
型
、
民
間
主
体
協
働
型
、
行
政
主
体
協
働
型
、

行
政
主
体
型
で
示
す
な
ど
、
市
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
企
業

と
い
っ
た
民
と
の
協
働
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
市
政

運
営
す
る
方
向
性
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

　
振
り
返
っ
て
、
横
浜
の
市
民
参
加
型
事
業
・
施
策

の
中
で
市
民
活
動
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
来
た

が
、
と
り
わ
け
、
行
政
と
市
民
、
市
民
同
士
、
企
業

と
市
民
な
ど
を
相
互
に
横
つ
な
ぎ
す
る
、
市
民
に
よ

る
活
動
支
援
団
体
（
こ
の
稿
で
は
「
中
間
支
援
組
織

（
注
１
）
」
と
い
う
）
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き

た
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
。

　
こ
こ
で
は
、
横
浜
に
お
け
る
協
働
型
行
政
に
お
い

て
、
中
間
支
援
組
織
の
果
た
し
て
き
た
役
割
を
検
証

し
た
う
え
で
、
こ
う
し
た
支
援
組
織
の
実
像
と
新
し

い
胎
動
に
迫
り
な
が
ら
将
来
を
展
望
し
た
い
。

１
一
中
間
支
援
組
織
の
実
態
と
特
性

①
―
横
浜
な
ら
で
は
の
３
つ
の
組
織
類
型

　
横
浜
に
中
間
支
援
組
織
が
発
足
し
だ
の
は
、
1
9

8
0
年
代
中
頃
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
中
間
支
援
組
織

の
は
し
り
は
、
「
よ
こ
は
ま
か
わ
を
考
え
る
会
」
「
ド

リ
ー
ム
ハ
イ
ツ
・
地
域
の
つ
ど
い
」
「
ア
リ
ス
セ
ン

タ
ー
」
な
ど
で
あ
る
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
（
平
成
1
0
年
制

定
）
が
成
立
す
る
前
の
平
成
８
年
前
後
か
ら
、
さ
ま

ざ
ま
な
中
間
支
援
組
織
が
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
設
立
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
注
２
）
。
こ
の
時
期
は
、
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
モ
デ
ル
事
業
が
実
施
さ
れ
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
支
援
シ
ス
テ
ム
が
登
場
す
る
時
期
と

重
な
る
。
こ
れ
ら
の
中
間
支
援
組
織
は
、
活
動
内
容

か
ら
専
門
家
型
、
テ
ー
マ
型
、
地
域
型
の
３
つ
の
類

型
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
分
野
間
を
横
に
つ
な

ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
地
域
型
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

と
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
総
合

化
、
と
い
っ
た
特
性
を
有
し
て
い
る
。

　
同
時
に
、
こ
の
３
類
型
の
中
間
支
援
組
織
は
相
互

に
連
携
を
進
め
る
こ
と
を
通
し
て
、
情
報
の
交
換
、

人
材
の
交
流
・
育
成
、
資
金
獲
得
、
活
動
助
成
な
ど



の
機
能
を
強
化
し
は
じ
め
、
市
内
の
中
間
支
援
組
織

に
よ
る
多
重
構
造
が
シ
ス
テ
ム
と
し
て
で
き
上
が
り

つ
つ
あ
る
（
参
考
図
を
参
照
）
。

②
―
代
表
的
な
中
間
支
援
組
織
の
概
要

の
専
門
家
型
中
間
支
援
組
織

　
神
奈
川
や
横
浜
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
活
動
す
る
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
・
ま
ち
づ
く
り
・
環
境
な
ど
の
専
門
家
か
ら
な

る
支
援
組
織
で
、
こ
の
種
類
は
ま
だ
少
な
い
。

□
特
定
非
営
利
活
動
法
人
・
ま
ち
づ
く
り
情
報
セ

　
　
ン
タ
ー
か
な
が
わ

　
　
　
［
通
称
:
ア
リ
ス
セ
ン
タ
］

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
団
体
の
先
駆
け
と
し
て
全
国
的
に
も

知
ら
れ
、
平
成
1
1
年
1
0
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
を
取
得
。

県
内
及
び
全
国
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
専
門
家
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
生
か
し
、
情
報
発
信
、
事
務
局
立
ち
上
げ

支
援
、
政
策
提
言
な
ど
を
精
力
的
に
展
開
し
て
い
る
。

□
　
横
浜
プ
ラ
ン
ナ
ー
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
通
称
:

　
　
横
プ
ラ
）

　
都
市
計
画
・
建
築
・
造
園
な
ど
の
専
門
家
に
よ
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
。
通
常
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
区
役
所

な
ど
に
よ
る
地
域
ま
ち
づ
く
り
を
側
面
支
援
し
て
い

る
が
、
最
近
で
は
建
築
局
の
打
ち
出
し
た
「
ま
ち
の

ル
ー
ル
づ
く
り
相
談
セ
ン
タ
ー
」
へ
の
提
言
と
実
現

に
向
け
た
活
動
を
展
開
中
。

□
特
定
非
営
利
活
動
法
人
・
よ
こ
は
ま
里
山
研
究

　
　
所
（
通
称
:
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ａ
）

　
横
浜
の
緑
の
キ
ー
ワ
ー
ド
「
里
山
」
の
保
全
を
テ
ー

マ
に
活
動
す
る
団
体
で
、
平
成
1
3
年
５
月
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
格
を
取
得
。
田
ん
ぼ
・
畑
・
森
な
ど
の
資
源
循
環

シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
を
視
野
に
い
れ
て
、
里
山
の
魅

力
や
役
割
を
市
民
団
体
・
企
業
・
行
政
と
の
協
働
で

発
信
中
で
あ
る
。

（
イ
）
テ
ー
マ
型
中
間
支
援
組
織

　
水
と
緑
・
福
祉
・
子
育
て
・
施
設
な
ど
の
特
定
分

野
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
支
援
す
る
組
織
で
、
時
々
の
社
会
背

景
を
反
映
す
る
傾
向
に
あ
る
。

口
　
ヨ
コ
ハ
マ
ひ
と
・
ま
ち
ね
創
り
連
（
通
称
:
わ

　
　
創
り
連
）

　
平
成
８
年
1
2
月
開
催
の
「
ヨ
コ
ハ
マ
ひ
と
・
ま
ち

横
丁
展
」
を
契
機
に
発
足
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
。

市
内
４
方
面
別
に
世
話
人
と
専
門
家
を
配
置
、
地
域

特
性
を
踏
ま
え
て
情
報
交
換
、
交
流
促
進
な
ど
を
図

り
地
域
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
の
が
ね
ら
い
で
あ
る

が
、
現
在
は
北
部
地
域
だ
け
が
活
動
を
継
続
。

□
　
市
民
セ
ク
タ
ー
よ
こ
は
ま
（
通
称
:
市
民
セ
ク

　
　
タ
ー
）

　
福
祉
に
関
わ
る
１
６
０
を
超
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
公
益
法
人
・
個
人
の
ゆ
る
や
か

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
。
専
門
研
修
・
情
報
提
供
・

目
的
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ほ
か
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
・
連

携
施
策
に
つ
い
て
の
提
言
活
動
な
ど
に
取
り
組
む
。

今
年
度
中
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
を
取
得
予
定
。

□
　
よ
こ
は
ま
１
万
人
子
育
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
通

　
　
称
:
子
育
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

　
平
成
1
3
年
度
の
「
１
万
人
子
育
て
提
言
」
実
行
委

員
会
を
母
体
に
、
平
成
1
4
年
４
月
設
立
。
子
ど
も
支

援
活
動
を
実
践
す
る
個
人
や
子
育
て
中
の
親
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
組
織
で
、
各
区
の
子
育
て
支
援
状
況
の
調

査
、
勉
強
会
や
シ
ン
ポ
の
開
催
な
ど
を
通
し
て
、
地

域
に
合
っ
た
子
育
て
支
援
策
を
提
言
し
て
い
る
。

（
ウ
)
地
域
型
中
間
支
援
組
織

　
特
定
地
域
を
活
動
フ
ィ
ー
ル
ド
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
支
援

す
る
組
織
で
、
郊
外
部
か
ら
都
心
部
、
河
川
流
域
ま

で
多
様
な
形
が
あ
る
。

口
　
ド
リ
ー
ム
ハ
イ
ツ
・
地
域
の
つ
ど
い
（
通
称
:
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地
域
の
つ
ど
い
）

　
郊
外
の
ド
リ
ー
ム
ハ
イ
ツ
で
活
動
す
る
、
自
主
保

育
か
ら
高
齢
者
福
祉
ま
で
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
な
る
ゆ
る

や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。
地
域
で
次
々
に
起
こ
る
生

活
課
題
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
協
働
し
て
解
決
す
る
た
め
に
、

ま
ち
歩
き
、
セ
ミ
ナ
ー
、
井
戸
端
会
議
な
ど
を
セ
ッ

ト
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
立
ち
上
げ
の
契
機
を
提
供
。

□
　
鶴
見
川
流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
（
通
称
:
Ｔ

　
　
Ｒ
ネ
ッ
ト
）

　
鶴
見
川
の
流
域
で
活
動
す
る
市
民
団
体
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
組
織
で
、
構
成
団
体
は
当
初
の
1
3
か
ら
5
3
に

拡
大
。
「
安
全
・
安
ら
ぎ
・
自
然
環
境
・
福
祉
重
視

の
川
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
」
を
合
言
葉
と
し
て
、

情
報
提
供
、
流
域
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
環
境
調
査
、

教
育
関
連
活
動
、
流
域
規
模
の
提
案
活
動
な
ど
を
活

発
に
展
開
中
。

□
　
横
濱
ま
ち
づ
く
り
倶
楽
部
（
通
称
:
ま
ち
づ
く

　
　
り
倶
楽
部
）

　
関
内
及
び
関
外
と
い
っ
た
都
心
部
の
活
性
化
を
め

ざ
す
団
体
で
、
商
業
者
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
・
建
築
家
・

研
究
者
・
学
生
な
ど
か
ら
な
り
、
将
来
の
ま
ち
づ
く

り
会
社
の
準
備
組
織
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
情
報
提
供
の
ほ
か
、
街
頭
芸
術
や
横
濱
通
養
成

講
座
の
開
催
な
ど
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

２
一
中
間
支
援
組
織
の
基
本
機
能

　
中
間
支
援
組
織
を
横
並
び
に
し
て
、
そ
の
基
本
と

な
る
機
能
を
検
証
す
る
と
、
次
の
３
点
が
指
摘
で
き

る
。

（
ア
）
７
つ
の
基
本
機
能

　
基
本
機
能
と
し
て
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
と
交
流

促
進
、
情
報
収
集
・
提
供
、
相
談
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
、
調
査
研
究
、
人
材
育
成
・
研
修
、
活
動
支

援
・
助
成
、
政
策
提
案
、
の
７
つ
か
ら
な
る

□
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
と
交
流
促
進
機
能

　
特
定
テ
ー
マ
や
地
域
内
で
の
団
体
同
士
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
す
る
た
め
、
交
流
イ
ベ
ン
ト

開
催
な
ど
を
通
し
て
、
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
と
交
流

促
進
機
能
」
を
持
つ
ケ
ー
ス
が
多
い
。

□
情
報
収
集
プ
提
供
機
能

　
中
間
支
援
組
織
と
し
て
は
、
団
体
の
ニ
ュ
ー
ス
レ

タ
ー
・
イ
ベ
ン
ト
案
内
・
企
業
や
行
政
の
情
報
な
ど

の
多
様
な
情
報
を
集
め
発
信
す
る
「
情
報
収
集
・
提

供
機
能
」
は
基
本
中
の
基
本
で
あ
る
。

□
相
談
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
機
能

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
グ
ル
ー
プ
討
議
な
ど
の
手
法

や
進
め
方
に
つ
い
て
の
専
門
相
談
、
組
織
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
や
新
規
事
業
立
ち
上
げ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

な
ど
「
相
談
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
機
能
」
を
持
つ
。

□
調
査
研
究
機
能

　
ま
ち
づ
く
り
制
度
や
合
意
形
成
手
法
の
研
究
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
実
施
す
る
委
託
調
査
な

ど
、
中
間
支
援
組
織
な
ら
で
は
の
「
調
査
研
究
機
能
」

を
有
す
る
場
合
が
多
い
。

□
人
材
育
成
・
研
修
機
能

　
専
門
研
修
な
ど
を
通
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
の
「
人
材
育
成
・
研
修
機

能
」
を
有
す
る
も
の
が
増
え
て
い
る
。

□
活
動
支
援
・
助
成
機
能

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
立
ち
上
げ
や
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
支
援
す

る
た
め
、
情
報
提
供
や
相
談
業
務
の
ほ
か
、
専
門
家

派
遣
、
資
金
助
成
、
事
務
局
代
行
な
ど
の
「
活
動
支

援
・
助
成
機
能
」
を
持
つ
。

□
政
策
提
案
機
能

　
地
域
課
題
解
決
に
取
組
む
中
で
新
た
な
社
会
シ
ス

テ
ム
や
仕
組
み
を
構
築
す
る
場
合
も
増
え
、
関
係
す

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
連
携
し
て
、
ニ
ー
ズ
と
根
拠
に
裏
付
け

ら
れ
た
「
政
策
提
案
機
能
」
を
強
化
す
る
傾
向
に
あ

る
。

（
イ
）
初
期
段
階
に
重
要
と
な
る
機
能

　
中
間
支
援
組
織
が
立
ち
上
が
る
際
の
機
能
は
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
と
交
流
促
進
、
情
報
収
集
と
提
供
の

２
つ
か
ら
取
り
組
ま
れ
る
傾
向
が
目
立
つ
。

　
第
一
に
、
市
民
活
動
団
体
同
士
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
緊
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
気
軽
に
参
加

で
き
る
交
流
会
や
見
学
会
、
納
得
が
行
く
ま
で
話
し

合
え
る
井
戸
端
会
議
や
グ
ル
ー
プ
討
議
な
ど
、
充
分

な
意
思
疎
通
を
図
れ
る
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
と
交
流

促
進
機
能
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
場
合
が
多
い
。

　
第
二
に
、
中
間
支
援
組
織
は
、
ま
ず
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や

行
政
な
ど
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
実
態
や
イ
ベ
ン
ト
情

報
な
ど
の
提
供
を
求
め
ら
れ
る
場
合
が
多
い
。
そ
の

た
め
、
広
報
紙
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
多
様
な

媒
体
を
通
し
て
、
定
期
的
に
情
報
を
配
信
す
る
「
情

報
収
集
と
提
供
機
能
」
が
欠
か
せ
な
い
。

（
ウ
)
成
熟
段
階
で
強
化
さ
れ
る
機
能

　
中
間
支
援
組
織
と
し
て
成
熟
し
て
く
る
と
、
調
査

研
究
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
と
リ
ン
ク
し
た
政
策
提

案
、
専
門
家
派
遣
や
資
金
助
成
な
ど
に
よ
る
活
動
支

援
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
な
ど
に
よ
る
人
材
育
成
、

の
３
機
能
が
強
化
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

　
第
一
に
、
組
織
が
成
熟
し
て
く
る
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

連
携
し
て
、
地
域
社
会
や
生
活
者
の
視
点
か
ら
地
域

の
生
活
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
道
筋
を
、
ま
た
、

国
政
レ
ベ
ル
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
税
制
や
寄
付
控
除
枠

の
拡
大
な
ど
の
法
整
備
の
道
筋
を
、
両
側
面
か
ら
切

り
開
い
て
い
く
「
政
策
提
案
機
能
」
を
強
化
す
る
傾

（
注
２
）
主
な
中
間
支
援
組
織
を
あ
げ
る
と
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。
（
　
）
内
は
設
立
時
期
。

・
よ
こ
は
ま
か
わ
を
考
え
る
会
（
ｓ
5
8
）

・
ド
リ
ー
ム
ハ
イ
ツ
・
地
域
の
つ
ど
い
（
ｓ
6
0
）

・
ま
ち
づ
く
り
情
報
セ
ン
タ
ー
か
な
が
わ
（
ア
リ
ス

　
セ
ン
タ
ー
、
ｓ
6
3
・
５
）

・
鶴
見
川
流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
（
Ｔ
Ｒ
ネ
ッ
ト
、

　
Ｈ
３
・
５
）

・
円
海
山
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｈ
７
・
1
1
）

・
横
浜
金
澤
地
域
総
合
研
究
集
団
（
Ｋ
Ｙ
Ａ
Ｔ
Ｓ
、

　
Ｈ
８
・
７
）

・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
市
民
フ
ォ
上
フ
ム
そ
の
後
の

　
集
い
（
そ
の
後
の
集
い
、
Ｈ
８
・
1
0
）

・
ヨ
コ
ハ
マ
ひ
と
・
ま
ち
わ
創
り
連
（
わ
創
り
連
、

　
Ｈ
８
・
1
2
）

・
横
浜
プ
ラ
ン
ナ
ー
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
横
プ
ラ
、

　
H
1
0
・
1
1
）

・
市
民
セ
ク
タ
ー
よ
こ
は
ま
（
Ｈ
1
1
・
９
）

・
よ
こ
は
ま
市
民
運
営
施
設
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
市
民

　
運
営
ネ
ッ
ト
、
H
1
2
・
３
）

・
よ
こ
は
ま
里
山
研
究
所
（
Ｎ
ｏ
Ｒ
Ａ
、
Ｈ
1
2
・
３
）

・
神
奈
川
子
ど
も
未
来
フ
ァ
ン
ド
設
立
準
備
委
員
会

　
（
子
ど
も
フ
ァ
ン
ド
、
H
1
3
・
1
2
、
H
1
4
春
Ｎ
Ｐ

　
Ｏ
法
人
格
取
得
予
定
）

・
よ
こ
は
ま
１
万
人
子
育
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
子
育
て

　
フ
ォ
上
フ
ム
、
H
1
4
・
４
）
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向
に
あ
る
。

　
第
二
に
、
事
務
局
代
行
、
専
門
家
派
遣
、
資
金
助

成
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
中
間
支
援
組
織
は
多
い

が
、
最
近
で
は
、
団
体
間
・
セ
ク
タ
ー
間
の
連
携
に

よ
る
新
し
い
取
組
み
や
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
自
ら
に
よ
る
資
金

助
成
制
度
の
創
出
な
ど
の
新
し
い
シ
ス
テ
ム
に
向
け

た
実
験
的
な
取
組
み
を
支
援
す
る
「
活
動
支
援
・
助

成
機
能
」
が
増
え
て
い
る
。

　
第
三
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
拡
充
や
事
務

局
ス
タ
ッ
フ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
な
ど
を
図
る
た
め
、

単
独
あ
る
い
は
共
同
開
催
の
セ
ミ
ナ
ー
・
専
門
研
修

な
ど
に
よ
る
「
人
材
育
成
・
研
修
機
能
」
を
強
化
す

る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。

３
一
新
し
い
胎
動
と
将
来
展
望

①
―
中
間
支
援
組
織
の
将
来
展
望

　
現
在
、
横
浜
の
み
な
ら
ず
社
会
全
体
が
大
き
く
舵

を
切
ろ
う
と
し
て
い
る
。
新
し
い
社
会
シ
ス
テ
ム
の

創
出
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
中
間
支
援
組
織
の
役
割
は

よ
り
重
要
と
な
ろ
う
。

（
ア
)
中
間
支
援
組
織
同
士
の
ゆ
る
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ

　
ー
ク
化
に
よ
る
情
報
共
有
化

　
神
奈
川
子
ど
も
未
来
フ
ァ
ン
ド
は
、
不
登
校
な
ど

の
子
ど
も
を
対
象
に
活
動
す
る
５
団
体
と
と
も
に
、

ア
リ
ス
セ
ン
タ
ー
・
市
民
セ
ク
タ
ー
よ
こ
は
ま
・
パ

ブ
リ
ッ
ク
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
、
と
い
っ
た
３
つ
の

中
間
支
援
組
織
が
連
携
、
協
働
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
自
ら
が

活
動
資
金
獲
得
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
商
業

施
設
内
に
開
設
さ
れ
た
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ス
ク
エ
ア
」
に
は
、

ア
リ
ス
セ
ン
タ
ー
と
市
民
セ
ク
タ
ー
よ
こ
は
ま
を
は

じ
め
1
2
団
体
が
入
居
し
、
活
動
面
で
の
協
働
関
係
が

-

徐
々
に
築
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
協
働
に
あ
た
っ

て
は
、
普
段
か
ら
の
情
報
の
共
有
化
が
欠
か
せ
な
い
。

（
イ
)
政
策
形
成
プ
ロ
セ
ス
と
連
携
さ
せ
た
政
策
提
案

　
機
能
の
強
化

　
最
近
の
中
間
支
援
組
織
は
、
調
査
研
究
機
能
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
を
生
か
し
、
行

政
へ
の
政
策
提
案
活
動
を
強
め
て
お
り
、
提
案
す
る

だ
け
で
な
く
、
新
し
い
仕
組
み
づ
く
り
や
予
算
化
ま

で
視
野
に
入
れ
は
じ
め
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
に
自
ら
あ
る
い
は
行
政
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企

業
な
ど
と
協
働
し
て
、
実
現
に
つ
な
が
る
よ
う
な
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を
展
開
す

る
場
合
も
あ
る
。

（
ウ
）
異
な
る
セ
ク
タ
ー
の
横
つ
な
ぎ
に
よ
り
企
画
。

　
実
施
す
る
協
働
事
業
の
創
出

　
歴
史
的
建
造
物
で
あ
る
旧
富
士
銀
行
横
浜
支
店
を

活
用
し
て
平
成
1
4
年
1
0
月
オ
ー
プ
ン
し
た
「
市
民
活

動
共
同
オ
フ
ィ
ス
」
で
は
、
1
4
の
入
居
団
体
と
管
理

運
営
団
体
（
市
民
セ
ク
タ
ー
よ
こ
は
ま
）
を
中
心
に

行
政
と
一
緒
に
「
協
働
の
あ
り
方
」
を
検
討
し
検
証

す
る
た
め
、
同
年
１
９
一
月
、
協
働
の
あ
り
か
た
研
究
会

を
発
足
、
平
成
1
5
年
３
月
開
催
の
「
協
働
の
あ
り
方
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
に
向
け
て
、
４
部
会
ご
と
に
密

な
話
し
合
い
の
場
を
持
っ
た
。

　
今
後
は
、
さ
ら
に
参
加
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
輪
を
広
げ
な
が

ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
行
政
に
よ
る
協
働
事
業
を
具
体
的
に

押
し
進
め
、
協
働
の
あ
り
方
や
ル
ー
ル
づ
く
り
を
検

証
す
る
作
業
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
異
な
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

や
行
政
相
互
を
横
つ
な
ぎ
す
る
中
間
支
援
組
織
の
果

た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
と
予
想
さ
れ

る
。

②
―
協
働
に
お
け
る
中
間
支
援
組
織
の
課
題

　
と
り
わ
け
、
中
間
支
援
組
織
が
「
市
民
と
行
政
と

の
協
働
」
で
果
た
す
役
割
は
よ
り
重
要
で
大
き
く
な

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
次
に
示
す
課
題
へ
の
取
り
組

み
が
欠
か
せ
な
い
。

（
ア
)
協
働
の
た
め
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
カ
の
認
知

　
中
間
支
援
組
織
は
ま
だ
社
会
的
に
認
知
さ
れ
て
お

ら
ず
、
市
民
と
行
政
の
間
に
あ
っ
て
、
協
働
の
事
業

や
施
策
を
実
現
す
る
た
め
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
カ
は

弱
い
。
今
後
は
、
着
実
に
協
働
の
実
績
を
積
み
重
ね
、

そ
の
役
割
が
社
会
的
に
認
知
さ
れ
る
環
境
づ
く
り
が

課
題
で
あ
る
。

（
イ
）
協
働
の
た
め
の
事
業
ス
キ
ー
ム
の
創
出

　
市
民
と
行
政
の
協
働
の
取
り
組
み
は
は
じ
ま
っ
た

ば
か
り
で
あ
り
、
中
間
支
援
組
織
の
役
割
が
充
分
発

揮
さ
れ
て
い
な
い
が
、
今
後
、
協
働
の
事
業
や
施
策

を
進
め
る
た
め
の
事
業
ス
キ
ー
ム
を
新
規
に
創
出
し

て
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。
業
務
委
託
の
あ
り
方

だ
け
で
な
く
、
協
働
契
約
方
式
な
ど
の
新
し
い
仕
組

み
づ
く
り
に
取
り
組
む
の
が
待
た
れ
る
。

（
ウ
）
協
働
の
た
め
の
専
門
的
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積

　
中
間
支
援
組
織
が
協
働
で
充
分
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
カ
を
発
揮
し
う
る
た
め
に
は
、
一
層
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
が
欠
か
せ
な
い
。
特
に
、
合
意
形
成
、
費
用
対

効
果
の
測
定
、
協
働
事
業
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
社
会

経
済
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
の
専
門
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

他
の
中
間
支
援
組
織
や
大
学
・
政
策
担
当
セ
ク
シ
ョ

ン
な
ど
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
も
重
要
で
あ
る
。

<
内
海
＝
地
域
計
画
研
究
所
／
桜
井
＝
悦
計
画
室
>

特
集
・
市
民
力
と
の
協
働
―
そ
の
あ
り
方
を
考
え
る
⑤
社
会
セ
ク
タ
ー
と
し
て
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
意
義
と
役
割
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